
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

えほんのへやでは、毎週木曜日の午前１１時から、おはなしボ

ランティア「ととけっこう」による「赤ちゃんのおはなし会」を開催し

ています。 毎回、わらべうたを中心に、親子でうたったりあそん

だりします。（０歳児対象：１１時～, １歳児対象：１１時半～）  

えほんのへやでは、わらべうたを絵本の読み聞かせをはじめる

前の段階において、とても大切なものと考えています。 

メイトム宗像えほんのへや（宗像市民図書館 久原分室）  〒811-3437 宗像市久原180  

TEL・ＦＡＸ 0940（36）0212 URL: http://munakata.milib.jp/ 中央館E-mail: tosyo@city.munakata.fukuoka.jp 

平成２５年９月発行 

「わらべうた」は、むかしの人々の生活の中から生まれ、現在までうたい継がれてきたうたです。 

作詞・作曲者はいません。 日本語のリズムと抑揚（イントネーション）に合っていて、半音がなく、 

５音階。 音域がせまくて歌詞が短いので、赤ちゃんの耳にもなじみやすいのです。 

わらべうたのリズムは、ほとんどが２拍子。お母

さんのおなかの中で聞いていた心臓の音に近い

ため、子どもが心地よく感じるリズムと言われてい

ます。 

赤ちゃんの場合、目（視覚）よりも 耳（聴覚）の方が早くから発達すると言われています。 

耳から入るわらべうたの心地よい ことばとうた、それにあそびが 

加わって、たっぷり愛情をもらった赤ちゃんは、やがて 

絵本の読み聞かせも自然に受け入れていきます。 
 

次回は、わらべうたの持つ“力”についてお話します。 

赤ちゃんのおはなし会の様子 

よく知られている「かごめかごめ」「はないちもんめ」などのわらべうたは、子どもどうしで うたい

ながらあそぶものですが、「赤ちゃんのおはなし会」で使っているのは、大人が、子どもをあやし

たり あそばせたりする「あそばせうた」と言われるわらべうたです。 

 ♪おつきさま えらいの かがみのようになったり くしのようになったり  はるなつあきふゆ にほんじゅうをてらす♪ 

じっと聞き入る赤ちゃんたち 
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